
10 9 20 2

議
会
報
告
会
の
開
催

新
議
員
決
ま
る

指
摘
課
題
の
検
証

かごしま

市議会だより
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億円を認定

　

審
査
は
、
決
算
審
査
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
、
各
常

任
委
員
会
別
に
総
務
、
市
民

福
祉
、
産
業
文
教
、
建
設
水

道
の
４
つ
の
班
を
編
成
し
て

行
い
ま
し
た
。

　

審
査
に
あ
た
っ
て
は
次
の

よ
う
な
事
項
に
着
眼
点
を
置

い
て
行
い
ま
し
た
。

①
議
決
し
た
予
算
が
趣
旨
・

目
的
に
沿
っ
て
効
率
的
・
的

確
に
執
行
さ
れ
た
か
。

②
行
政
効
果
が
ど
の
よ
う
に

発
揮
で
き
た
か
。

③
指
摘
す
べ
き
事
項
は
何
か
。

④
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
の

行
財
政
運
営
に
改
善
工
夫
す

べ
き
事
項
は
何
か
。

　

班
長
は
、
班
会
で
審
査
し

た
結
果
を
全
体
会
で
報
告
し
、

質
疑
・
討
論
を
行
い
、
本
会

議
に
お
い
て
認
定
し
ま
し
た
。

　

（
詳
細
は
４
ペ
ー
ジ
以
降
）

2
8
8
億
6
5
1
3
万
円

一
般
会
計

1
5
7
億
8
3
9
3
万
円

特
別
会
計

会計別
歳入額

決
算
審
査
の
手
法

決
算
審
査
の
結
果

▲30年つづく漆小児童たちの運動会でのバラ踊り

億円を認定

　第３回定例会は、９月６日から10月12日までの37日間の会

期で開かれました。

　平成23年度決算のほか、条例の一部改正１件、補正予算、

請願１件、陳情２件を審査しました。

　陳情１件を継続審査として、残りの議案はすべて原案のと

おり可決しました。
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決算総額

　

国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
、

11
の
特
別
会
計
審
査
を
行
な

い
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
歳
入
額
は
１

５
７
億
８
３
９
３
万
円
、
歳

出
額
は
１
５
２
億
５
３
３
５

万
円
で
、
５
億
３
０
５
８
万

円
の
黒
字
で
あ
り
、
成
果
は

評
価
で
き
ま
す
。

　
　
　

（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
）

　

23
年
度
末
の
市
債
（
借
金
）

残
高
は
、
３
５
５
億
２
８
０

９
万
円
で
、
市
民
ひ
と
り
当

り
の
借
金
は
47
万
円
で
す
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
７

億
８
７
７
２
万
円
2.2
％
の

減
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
）

　

23
年
度
末
の
24
の
基
金
残

高
は
、75
億
９
７
２
７
万
円
で
、

市
民
ひ
と
り
当
り
の
預
金
額

は
10
万
円
で
す
。

　

前
年
度
と
比
較
す
る
と
３

億
９
７
２
７
万
円
増
額
し
て

い
ま
す
。

　
　
　

（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
）

13
億
8
2
3
0
万
円
黒
字

平成23年度
　

一
般
会
計
の
歳
入
額
は
２

８
８
億
６
５
１
３
万
円
、
歳

出
額
は
２
７
３
億
９
５
１
４

万
円
で
、
繰
越
額
を
差
し
引

い
た
額
13
億
８
２
３
０
万
円

は
、
黒
字
決
算
で
す
。

　

総
合
計
画
や
各
種
計
画
策

定
等
多
く
の
業
務
を
行
い
、

市
税
等
の
徴
収
に
は
全
庁
を

挙
げ
て
取
り
組
む
な
ど
、
成

果
は
評
価
で
き
ま
す
。

　
　

（
詳
細
は
５
ペ
ー
ジ
）

一
般
会
計

5
億
3
0
5
8
万
円
黒
字

特
別
会
計

　

水
道
事
業
は
、
市
の
財
政

運
営
と
は
別
個
の
企
業
経
営

形
態
で
す
。

　

給
水
事
業
の
消
費
税
抜
き

の
営
業
収
入
は
11
億
７
４
５

６
万
円
、
支
出
は
９
億
３
３

３
４
万
円
で
、
営
業
収
益
は

２
億
４
１
２
１
万
円
で
す
。

　

一
方
、
水
道
施
設
の
建
設

改
良
と
維
持
管
理
に
要
す
る

資
本
的
経
費
は
、
収
入
１
億

５
５
２
２
万
円
、
支
出
５
億

９
６
６
７
万
円
で
、
不
足
額

４
億
４
１
４
５
万
円
は
、
23

年
度
の
消
費
税
・
積
立
金
等

で
補
て
ん
し
ま
し
た
。

2
億
4
1
2
1
万
円

水
道
事
業
会
計
営
業
収
益

借
金
額
 

47
万
円

市
民
ひ
と
り
当
た
り

預
金
額
 

10
万
円

市
民
ひ
と
り
当
た
り

▲しっかり鍛えて五輪を目指せ（蒲生スピードランナーズ）

▲帖佐運動場の水洗トイレ（新市になって改良されました）

決算総額
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▲気持ちはひとつ　はじける笑顔（帖佐中体育祭）

決
算
の
成
果
分
析
の
た
め
差
額

健
全
化
判
断
比
率

　

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政

の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」

の
規
定
に
よ
り
、
平
成
23
年

度
決
算
に
基
づ
い
て
算
定
し

た
姶
良
市
の
健
全
化
判
断
比

率
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

①
実
質
赤
字
比
率

　

歳
入
か
ら
歳
出
と
繰
越
額

を
差
し
引
い
た
額
は
黒
字
決

算
で
し
た
。

②
連
結
実
質
赤
字
比
率

　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
及

び
企
業
会
計
等
の
合
計
収
支

で
、
黒
字
決
算
で
し
た
。

③
実
質
公
債
費
比
率
※
②

　

数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
硬

直
の
一
因
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
本
年
度
は
12
・
１
％
で

前
年
度
比
0.5
％
低
く
な
っ
て

い
ま
す
。

④
将
来
負
担
比
率

　

将
来
負
担
比
率
は
72
・
５

％
で
前
年
度
比
7.4
％
改
善
さ

れ
て
い
ま
す
。

⑤
経
常
収
支
比
率

　

本
年
度
は
90
・
７
％
で
、

前
年
度
と
比
較
し
て
5.9
％
悪

化
し
て
い
ま
す
。

　

数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
の

硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
県
内
の
平
均

は
89
・
１
％
で
す
。

　

人
件
費
・
扶
助
費
な
ど
経

常
経
費
の
削
減
に
努
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

景
気
低
迷
に
伴
う
税
収
等

の
減
額
が
予
想
さ
れ
ま
し
た

が
、
前
年
度
比
1.1
％
の
増
額

で
し
た
。
高
齢
化
の
進
展
等

に
伴
う
扶
助
費
の
増
額
６
億

５
６
２
６
万
円
な
ど
、
厳
し

い
財
政
環
境
の
中
で
概
ね
良

好
な
行
財
政
運
営
が
行
わ
れ

て
い
る
と
判
断
さ
れ
、
採
決

の
結
果
賛
成
25
人
、
反
対
２

人
で
認
定
し
ま
し
た
。

歳入

歳出

　

２
ペ
ー
ジ
に
は
、
一
般
会
計
の
歳
入
２
８
８
億
６
５
１
２

万
９
千
円
、
歳
出
２
７
３
億
９
５
１
４
万
４
千
円
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

４
ペ
ー
ジ
に
は
、
歳
入
２
８
８
億
６
９
５
万
３
千
円
、
歳

出
２
７
３
億
３
６
８
６
万
８
千
円
が
示
さ
れ
、
差
額
は
歳
入

△
５
８
１
７
万
７
千
円
、
歳
出
△
５
８
２
７
万
６
千
円
で
す
。

　

決
算
の
成
果
を
分
析
す
る
対
象
金
額
は
、
２
ペ
ー
ジ
の
決

算
額
か
ら
借
換
債
※
①
な
ど
、
特
定
の
費
用
を
差
し
引
い
た

額
で
す
。

か
り
か
え
さ
い



姶良市議会だより　№10　平成24年11月30日発行5

▲市民の生命と財産は私たちが守ります

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
の

歳
入
・
歳
出
総
額
等
を
表
記

し
ま
し
た
。

　

歳
出
総
額
の
割
合
は
、
一

般
会
計
64
％
、
特
別
会
計
36

％
で
、
国
保
事
業
20
％
と
、

介
護
保
険
事
業
13
％
が
シ
ェ

ア
を
占
め
て
い
ま
す
。

23
年
度
末
の
市
債
残
高
３
５

５
億
２
８
０
９
万
円

　

一
般
会
計
か
ら
各
事
業
会

計
別
の
市
債
残
高
を
表
記
し

ま
し
た
。

　

23
年
度
の
残
高
は
３
５
５

億
２
８
０
９
万
円
で
、
22
年

度
比
較
で
７
億
８
７
７
１
万

円
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

後
年
度
に
地
方
交
付
税
で

交
付
さ
れ
る
額
を
含
み
ま
す
。

23
年
度
の
基
金
残
高
７
５
億

９
７
２
７
万
円

　

基
金
は
、
緊
急
時
の
財
源

不
足
を
補
う
た
め
の
も
の
で
、

23
基
金
総
額
75
億
９
７
２
７

万
円
で
、
３
億
９
４
０
２
万

円
の
増
額
で
す
。

　

財
政
調
整
基
金
は
、
全
て

の
財
源
不
足
に
対
応
で
き
ま

す
が
、
そ
の
他
の
基
金
の
使

途
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
に
限

定
さ
れ
ま
す
。

※
①　

銀
行
か
ら
の
借
金
は
、

金
利
の
動
向
に
対
応
で
き
る

よ
う
に
、
５
年
毎
の
借
り
換

え
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
の
借
り
換
え
は
、
加

治
木
龍
門
陶
芸
・
健
康
の
里

整
備
事
業
債
で
す
。

※
②　

収
入
に
対
す
る
借
金

返
済
額
の
割
合
で
す
。

○
早
期
健
全
化
を
義
務
付
け

る
基
準
は
25
％
で
す
。

○
財
政
再
生
基
準
は
35
％
で
、

財
政
再
生
事
例
は
、
債
権
団

体
と
な
っ
た
夕
張
市
で
す
。

会
計
別
歳
入
・
歳
出
総
額
の
分
析

（単位：千円）

（単位：千円）

表-１　会計別の決算額比較と占める割合

表-２　市債（借金）一覧表（借換債を除く）

　国保事業

　国保施設

　後期高齢者医療

　介護保険事業

　介護保険サービス

　簡易水道施設

　農業集落排水

　地域下水処理

　農林労働者共済

　土地区画整理

28,865,129

15,783,931

8,725,757

94,292

829,388

5,605,480

68,027

141,250

60,538

23,809

2,618

232,772

44,649,060

34,440,562
19,462
929,495
591,273
335,014

36,315,806

3,299,712
866

49,096
30,189
188,458
3,568,321

2,749,700
0

30,900
0
0

2,780,600

33,890,550
18,596
911,299
561,084
146,556

35,528,085

27,395,144

15,253,352

8,413,031

85,137

812,206

5,422,512

63,556

138,166

59,655

23,721

2,605

232,763

42,648,496

87,676

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

87,676

1,382,309

530,579

312,726

9,155

17,182

182,968

4,471

3,084

883

88

13

9

1,912,888

会計区分

区　　分

合　　　計

歳入総額 歳出総額 繰越財源 実質収支額

64.2

35.8

19.7

0.2

1.9

12.7

0.1

0.3

0.1

0.1

0.0

0.5

100.0

割合（％）

一　般　会　計

特　別　会　計

一　般　会　計
北 山 診 療 所
簡易水道施設
農業集落排水
土地区画整理
　　　計

平成22年度末
残高

平成23年度
償還額

平成23年度
借入額

平成23年度末
残高

（単位：千円）表-３　基金残高一覧表

3,098,000
427,000
300,100
1,067,000
2,311,148
7,203,248

21,900
440,200

100
600

 △ 68,776
394,024

3,119,900
867,200
300,200
1,067,600
2,242,372
7,597,272

区　　　分

財政調整基金
減債基金
地域づくり推進基金
土地開発基金
その他特定19基金
　　合　　　計

平成22年度末
現在額

平成23年度中
増減額

平成23年度末
現在額
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諸収入
5億199万円
（1.7％）

使用料等
14億5,815万円
（5.1％）

繰入金
6億6,650万円
（2.3％）

繰越金等
7億1,908万円
（2.5％）

10億8,696万円（3.8％）
地方消費税等

　

義
務
的
経
費
は
、
人
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
（
借
金
返

済
）
に
充
当
す
る
経
費
で
、

歳
出
の
56
％
で
す
。

　

22
年
度
比
較
は
、
８
億
８

６
９
０
万
円
６
％
増
額
で
す
。

○
人
件
費
が
１
億
４
８
０
６

　

万
円
３
％
増
額
。

○
扶
助
費
が
６
億
５
６
２
６

　

万
円
11
・
３
％
増
額
。

○
公
債
費
が
６
４
５
８
万
円

1.7
％
増
額
。

　

そ
の
他
の
経
費
は
、
歳
出

総
額
か
ら
義
務
的
経
費
と
投

資
的
経
費
を
除
い
た
経
費
で

歳
出
の
29
％
で
す
。

　

22
年
度
比
較
は
、
１
億
２

７
４
８
万
円
16
％
増
額
で
す
。

○
物
件
費
１
億
６
２
６
万
円

３
％
増
額
。

○
維
持
補
修
費
等
１
億
２
７

４
８
万
円
16
％
増
額
。

○
積
立
金
２
億
５
６
９
９
万

円
29
％
減
額
。

○
繰
出
金
１
億
３
０
１
２
万

円
4.6
％
増
額
。

　

投
資
的
経
費
は
、
建
設
事

業
費
と
災
害
復
旧
事
業
費
で

す
。

　

22
年
度
比
較
は
、
５
億
８

４
８
５
万
円
17
％
増
額
で
す
。

○
普
通
建
設
事
業
費
６
億
１

８
７
万
円
18
％
増
額
。

○
災
害
復
旧
事
業
費
１
７
０

２
万
円
25
％
減
額
。

　

自
主
財
源
は
、
市
民
税
な

ど
姶
良
市
が
独
自
に
産
み
出

す
財
源
で
歳
入
の
35
％
で
す
。

22
年
度
比
較
は
、
13
億
６
１

９
万
円
14
・
８
％
増
額
で
す
。

○
市
税
が
７
５
５
２
万
円
で

1.1
％
増
額
。

○
使
用
料
等
が
４
億
４
６
２

８
万
円
で
44
％
増
額
。
こ

の
中
に
は
ヤ
マ
エ
久
野
へ

売
却
し
た
須
崎
の
土
地
売

却
費
４
億
５
９
５
１
万
円

が
含
ま
れ
ま
す
。

○
繰
越
金
が
２
億
３
６
２
４

万
円
で
8.9
％
増
額
。

○
繰
入
金
が
６
億
７
４
７
万

円
増
額
で
す
。

　

財
政
調
整
基
金
等
か
ら
繰

入
れ
た
が
、
決
算
時
に
は
財

政
調
整
基
金
に
６
億
円
積
み

立
て
る
な
ど
、
基
金
は
適
正

に
維
持
・
管
理
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

依
存
財
源
は
、
国
が
交
付

す
る
交
付
金
及
び
地
方
交
付

税
、
国
県
の
補
助
金
、
市
債

で
、
歳
入
総
額
の
65
％
で
す
。 　

22
年
度
比
較
は
、
４
億
５

４
３
万
円
6.3
％
増
額
で
す
。

○
地
方
消
費
税
等
が
２
％
減

額
。

○
地
方
交
付
税
は
変
わ
ら
ず
。

○
国
庫
支
出
金
が
16
％
増
額
。

○
県
支
出
金
が
６
％
増
額
。

○
市
債
（
借
金
）
が
２
％
の

減
額
で
す
。

歳　出 歳　入

歳出総額
273億
3,687万円

歳入総額
288億
695万円

市税
68億　　
1,380万円
（23.7％）

101億　  
5,952万円
（35.3％）

186億4,743万円
（64.7％）

依存
財源

自主財源

地方交付税

市債

86億6,991万円
（30.1％）

41億2,736万円
（14.3％）

20億1,350万円
（7.0％）

40億2,821万円
（14.7％）

27億4,970万円
（9.5％）

国庫支出金

県支出金

153億
6,066万円
（56.2％）

79億
4,800万円
（29.1％）

義務的
経費

その他
経費

投資的経費

人件費

扶助費

公債費

物件費

積立金他

繰出金

50億4,969万円
（18.5％）

40億2,821万円
（14.7％）

15億4,722万円
（5.6％）

34億6,700万円
（12.7％）

64億7,007万円
（23.7％）

38億4,091万円
（14.1％）

29億3,377万円
（10.7％）

建設事業費

義
務
的
経
費
56
％

自
主
財
源
35
％

そ
の
他
の
経
費
29
％

投
資
的
経
費
15
％

依
存
財
源
65
％
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▲元気に大きく育ってね，お母さんのお願い

▲25年４月より改修予定の姶良公民館

姶
良
公
民
館
大
規
模
改
修
の
設
計
委
託
料

　

姶
良
公
民
館
は
築
38
年
が

経
過
し
て
お
り
、
耐
震
診
断

の
結
果
、
耐
震
補
強
工
事
が

必
要
な
こ
と
が
判
明
し
ま
し

た
。

　

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
外
壁

工
事
、
屋
根
改
修
、
各
会
議

室
・
ト
イ
レ
改
修
、
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
設
置
な
ど
大
規
模
改

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
の
設
計
委
託
料

で
す
。

質
疑　

工
事
は
い
つ
か
ら
か
。

市
民
へ
の
お
知
ら
せ
は
ど
う

す
る
の
か
。
ま
た
、
予
算
は

ど
の
位
か
。

答
弁　

平
成
25
年
度
を
１
年

間
休
館
に
し
て
改
修
を
行
う
。

　

市
の
広
報
誌
に
載
せ
て
、

利
用
者
に
は
代
わ
り
の
施
設

を
案
内
す
る
。

　

約
２
億
５
０
０
０
万
円
か

ら
３
億
円
程
度
を
予
定
し
て

い
る
。

　

ポ
リ
オ
の
予
防
接
種
は
、

本
年
９
月
１
日
か
ら
、
生
ワ

ク
チ
ン
か
ら
不
活
化
ワ
ク
チ

ン
に
、
ま
た
集
団
接
種
か
ら

個
別
接
種
に
切
り
替
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

標
準
的
接
種
年
齢
は
、
生

後
３
か
月
か
ら
18
か
月
に
達

す
る
ま
で
の
期
間
に
、
３
回

皮
下
注
射
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
直
接
お
知
ら

せ
を
し
て
い
ま
す
。

質
疑　

大
き
な
財
源
を
伴
う

が
、
今
回
の
改
正
の
目
的
は

何
か
。

答
弁　

世
界
的
に
は
、
不
活

化
ワ
ク
チ
ン
が
主
流
で
あ
る
。

　

生
ワ
ク
チ
ン
は
、
ま
れ
に

マ
ヒ
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が

あ
り
、
安
全
で
あ
る
不
活
化

ワ
ク
チ
ン
に
切
り
替
え
ら
れ

た
。

　

ま
た
、
集
団
接
種
は
限
ら

れ
た
期
間
で
受
け
て
も
ら
っ

て
い
た
が
、
個
別
に
病
院
で

受
け
て
い
た
だ
く
方
が
、
接

種
率
は
向
上
す
る
と
考
え
て

い
る
。

ポリオワクチン接種

　　　委託料

暮
ら

しやすいまちづく
り予

算

県内一暮らしやすいまち「姶良市」をめざして

身近な事業をピックアップしました。

9
7
5
万
円

2655万円
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▲庁舎建設のため、この土地・建物を購入します

▲ホウレン草の種まきです

龍
門
司
坂
駐
車
場
の
土
地
購
入

消
防
本
庁
舎
隣
の
土
地
・
建
物
購
入

　

龍
門
滝
、
龍
門
司
坂
、
金

山
橋
等
の
観
光
客
の
利
便
性

向
上
の
た
め
、
龍
門
司
坂
入

口
南
側
の
田
（
５
７
１
㎡
）

を
購
入
し
、
観
光
駐
車
場
と

し
て
整
備
し
て
い
く
計
画
で

す
。

　

消
防
本
庁
舎
は
約
40
年
経

過
し
、
現
在
地
に
建
て
替
え

の
計
画
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
道
（
西
中
道
線
）
へ
の

出
入
口
等
の
利
便
性
を
考
慮

し
て
、
北
側
に
隣
接
す
る
土

地
と
建
物
を
購
入
し
ま
す
。

　

土
地
は
４
筆
で
７
０
４
㎡
、

建
物
は
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
り
２
棟
、
鉄
骨
ス
レ
ー

ト
ぶ
き
倉
庫
１
棟
で
す
。

　

庁
舎
建
設
の
期
間
中
は
、

消
防
署
の
一
部
機
能
（
宿
泊

所
・
書
庫
等
）
に
利
用
価
値

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
現
状
の

ま
ま
買
い
取
り
ま
す
。

　

「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」
に

位
置
づ
け
ら
れ
た
市
内
で
営

農
を
志
す
青
年
就
農
者
（
経

営
開
始
型
）
に
、
年
間
１
５

０
万
円
が
給
付
さ
れ
ま
す
が
、

対
象
者
５
人
に
10
月
か
ら
の

半
年
分
75
万
円
が
給
付
さ
れ

ま
す
。

　

す
べ
て
有
機
栽
培
農
家
で

あ
り
、
姶
良
地
区
３
人
、
蒲

生
地
区
２
人
で
す
。

　

市
内
に
設
置
し
て
い
る
龍

門
滝
温
泉
と
、
く
す
の
湯
の

休
館
日
を
別
々
の
曜
日
に
設

定
し
て
、
利
用
者
の
利
便
性

の
向
上
と
集
客
数
の
増
加
を

図
り
ま
す
。

　

龍
門
滝
温
泉
の
休
館
日
を

試
行
的
に
本
年
４
月
か
ら
水

曜
日
に
変
更
し
て
営
業
し
た

結
果
、
４
月
か
ら
の
４
か
月

間
の
実
績
で
は
、
前
年
同
月

に
比
べ
１
日
平
均
46
人
の
増

加
で
推
移
し
て
い
ま
す
。

　

休
館
日
を
水
曜
日
に
変
更

す
る
方
が
利
便
性
は
高
い
と

判
断
し
、
龍
門
滝
温
泉
は
、

水
曜
日
休
館
と
し
ま
す
。

　

く
す
の
湯
は
今
ま
で
と
同

じ
月
曜
日
で
す
。

▲観光駐車場として整備します

青年就農給付金

り
ゅ
う
も
ん
だ
き　
　

た
つ
も
ん

じ

ざ
か

4
3
4
万
円

5
3
0
6
万
円

375万円

龍
門
滝
温
泉
の
休
館
日
を

水
曜
日
に

駐車場予定地

龍門司坂
入口
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▲安全が危惧されるオスプレイ

主
旨　

日
米
両
政
府
は
、
国

民
の
強
い
反
対
を
無
視
し
て
、

輸
送
機
オ
ス
プ
レ
イ
を
普
天

間
に
配
備
す
る
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

米
国
の
高
官
で
さ
え
認
め

て
い
る
危
険
な
オ
ス
プ
レ
イ

を
、
世
界
一
危
険
な
普
天
間

基
地
に
配
備
し
、
日
本
全
土

で
飛
行
訓
練
を
す
る
な
ど
認

め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

全
国
知
事
会
も
「
安
全
に

つ
い
て
大
き
な
懸
念
を
抱
い

て
い
る
。
現
状
に
お
い
て
は

受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。」
と
い
っ
た
緊
急
決
議

を
あ
げ
て
い
る
。

　

姶
良
市
議
会
と
し
て
、
反

対
す
る
意
見
書
を
決
議
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

反
対
討
論　

堂
森　

忠
夫　

　

過
去
の
航
空
機
デ
ー
タ
で

は
一
番
安
全
で
、
米
軍
が
海

を
守
り
貿
易
船
が
安
全
に
航

海
で
き
る
。
尖
閣
諸
島
や
今

の
外
交
状
況
下
で
の
請
願
は
、

逆
に
国
家
混
乱
を
招
く
。

　

国
・
地
域
を
守
る
た
め
、

双
方
の
条
件
を
満
た
す
保
証

が
請
願
内
容
に
は
な
い
。

賛
成
討
論　

堀　
　

広
子　

　

墜
落
事
故
を
繰
り
返
す
輸

送
機
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛
行
は

安
全
性
に
重
大
な
問
題
が
あ

り
、
環
境
破
壊
も
危
惧
さ
れ

る
。
配
備
計
画
に
対
し
、
全

国
１
０
６
自
治
体
が
中
止
を

求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
た
。

　

日
本
政
府
は
国
民
の
声
に

応
え
、
配
備
強
行
を
止
め
る

べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論　

兼
田　

勝
久　

　

国
際
情
勢
を
考
え
る
と
、

対
等
・
平
等
な
日
米
同
盟
は

必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
オ

ス
プ
レ
イ
は
安
全
が
確
保
さ

れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
配
備
は

米
国
側
の
一
方
的
な
押
し
つ

け
で
あ
り
、
飛
行
ル
ー
ト
も

全
国
一
円
で
あ
る
。

　

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
た
め
賛
成
す
る
。

「オスプレイの配備撤回」および
「地方財政の充実・強化を求める」
意見書を内閣総理大臣他関係大臣
に提出しました。

意
見
書

継
続
審
査

採択

継続

提　出　者　　野村　昭也
紹 介 議 員　　里山　和子

提　出　者　　榮　一也

主
旨　

当
組
合
で
は
、
飲
料

水
の
確
保
に
、
今
日
ま
で
設

備
の
改
善
や
施
設
の
維
持
・

管
理
を
行
っ
て
参
り
ま
し
た

が
、
次
の
よ
う
な
課
題
に
直

面
し
て
い
ま
す
。

○
30
年
が
経
過
し
、
組
合
世

帯
の
高
齢
化
、
契
約
戸
数
の

減
少
で
、
各
戸
の
使
用
料
や

管
理
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

き
た
。

○
揚
水
ポ
ン
プ
が
15
年
以
上

経
過
し
、
ポ
ン
プ
の
更
新
や

設
備
の
改
修
が
迫
っ
て
い
る
。

○
市
の
「
簡
易
水
道
等
の
認

定
」
も
導
入
検
討
し
た
が
、

当
組
合
で
の
運
営
・
管
理
は

大
変
厳
し
い
も
の
が
あ
る
。

　

以
上
の
事
由
に
よ
り
、
当

地
区
へ
の
給
水
を
、
姶
良
市

水
道
事
業
に
よ
り
、
早
期
に

推
進
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

提　出　者　　
組 合 代 表 　福留　　均

市議補欠選挙当選者決まる

川辺　信一 氏
（仮屋町）

　村　賢一 氏
（新生町）

　

姶
良
市
議
会
議
員
補
欠
選

挙
（
加
治
木
選
挙
区
）
が
行

わ
れ
、　

村
賢
一
氏（
65
才
）

と
川
辺
信
一
氏
（
64
才
）
が

無
投
票
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
26
年
４
月
24

日
ま
で
で
す
。

市営住宅建設による
地域活性化の陳情

採
択

採
択

米丸上地区（蒲生）
の水道事業早期推
進の陳情

米軍輸送機オスプ
レイの配備撤回を
求める請願
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▲市民の新しい交流の場（蒲生地区「ふれ
　あいの森　冒険遊び場」）もみなさんの
　税金が活用されています

▲介護の近況を報告しあっています
　みんなで話し合い、聴くっていいですね
　（ビューティーアップ講座）

現
状
と
問
題
点

　

市
民
税
の
未
納
額
は
、
平

成
22
年
度
の
２
億
４
２
２
１

万
円
が
、
平
成
23
年
度
に
は

２
億
３
０
２
３
万
円
と
な
り
、

約
１
１
８
８
万
円
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
現
年
徴
収

担
当
職
員
の
配
置
に
よ
る
収

納
対
策
強
化
や
口
座
振
替
推

進
等
に
よ
り
、
前
年
度
の
収

納
率
を
若
干
上
回
り
ま
し
た
。

　

不
況
の
長
期
化
や
国
保
税

率
引
き
上
げ
な
ど
で
徴
収
率

の
低
下
に
つ
な
が
る
懸
念
も

あ
り
ま
す
。

今
後
の
解
決
策

　

滞
納
整
理
指
導
官
の
指
導

の
も
と
実
態
調
査
に
加
え
、

差
押
等
滞
納
処
分
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
年
末
・

年
度
末
の
臨
戸
徴
収
の
実
施
、

文
書
催
告
を
行
い
、
納
税
意

識
を
高
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
税
務
課
職
員
に

担
当
地
区
を
割
当
て
、
徴
収

強
化
期
間
を
年
数
回
設
け
る

な
ど
し
て
、
よ
り
細
か
く
収

納
率
向
上
に
努
め
て
い
き
ま

す
。

現
状
と
問
題
点

　

高
齢
者
虐
待
対
応
件
数
は

平
成
22
年
度
が
13
件
、
23
年

度
が
20
件
で
し
た
。
虐
待
防

止
に
向
け
、
家
族
介
護
者
交

流
事
業
は
有
効
な
手
段
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
介
護
保
険

事
業
所
９
か
所
と
業
務
委
託

契
約
を
結
び
、
延
べ
４
６
０

人
の
家
族
介
護
者
が
参
加
し
、

介
護
相
談
、
体
験
発
表
、
ア

ロ
マ
体
験
講
座
な
ど
を
通
し

て
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
取
組
み
ま
し
た
。

今
後
の
解
決
策

　

今
後
は
介
護
者
が
い
つ
で

も
ど
こ
で
も
家
族
介
護
者
交

流
事
業
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

委
託
事
業
所
の
拡
充
に
努
め

ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
虐
待
の
予

防
と
早
期
発
見
の
た
め
の
啓

発
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

「
認
知
症
高
齢
者
徘
徊
Ｓ

Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
さ

ら
に
強
化
す
る
こ
と
で
、
高

齢
者
虐
待
の
防
止
お
よ
び
早

期
発
見
に
努
め
ま
す
。

収
納
未
済
額
の
減
少
を
図
れ

収
納
対
策
強
化
で
、
収
納
率
向
上

家
族
介
護
者
交
流
事
業
の
充
実
を
図
れ

延
べ
4
6
0
人
の
家
族
介
護
者
が
参
加

　市議会では、平成２２年度決算審査で市が解決すべき

課題を指摘しました。 

　今、姶良市の中で何が起こっているのか、市はそれら

をどのように解決しようとしているのか、１年にわたる

市行政の取組を検証しました。 

　今回はその中で身近な問題のいくつかを紹介します。

は
い
か
い
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▲自然体験と天文観察の組み
　合わせで、子ども達のワク
　ワクも倍増です

現
状
と
問
題
点

　

北
山
の
３
公
共
施
設
（
ス

タ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
、
北

山
野
外
研
修
セ
ン
タ
ー
、
北

山
伝
承
館
）
は
利
用
者
の
年

齢
や
目
的
が
異
な
り
、
個
々

に
利
用
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

目
的
の
達
成
と
、
よ
り
大

き
な
成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
支
援
す
る
た
め
、
今
後
は

近
隣
施
設
と
い
う
好
条
件
を

活
か
し
た
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業

や
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

現
状
と
問
題
点

　

加
治
木
地
区
と
蒲
生
地
区

の
簡
易
水
道
料
金
は
上
水
道

料
金
と
同
額
で
す
が
、
姶
良

地
区
の
簡
易
水
道
料
金
お
よ

び
飲
料
水
供
給
料
金
は
上
水

道
料
金
と
異
な
り
ま
す
。

　

合
併
協
議
に
お
い
て
５
年

以
内
に
統
一
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
現
状
で
は

統
一
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

今
後
の
解
決
策

　

簡
易
水
道
に
加
え
、
上
水

道
の
料
金
統
一
も
同
時
期
に

実
施
す
べ
き
で
す
が
、
上
水

道
は
将
来
の
需
要
量
を
予
測

し
て
施
設
計
画
を
立
て
、
健

全
運
営
す
る
た
め
の
料
金
設

定
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
水
道
使
用
料
の
料

金
設
定
は
平
成
26
年
度
を
目

途
と
し
て
お
り
、
上
水
道
・

簡
易
水
道
の
料
金
統
一
を
実

施
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

ま
す
。

今
後
の
解
決
策

　

３
施
設
の
概
要
を
網
羅
し

た
総
合
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
、

隣
接
施
設
も
併
用
し
た
利
用

方
法
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ

と
北
山
野
外
研
修
セ
ン
タ
ー

で
は
、
天
文
観
測
と
自
然
体

験
を
取
り
入
れ
た
タ
イ
ア
ッ

プ
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、

今
後
も
相
互
連
携
で
利
用
促

進
に
努
め
ま
す
。

ス
タ
ー
ラ
ン
ド
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ａ
と
近
隣
施
設
の
連
携
を
図
れ

施
設
間
で
タ
イ
ア
ッ
プ
事
業
を
展
開

上
水
道
と
簡
易
水
道
の
料
金
統
一
を
急
げ

平
成
26
年
度
を
目
途
に
統
一
を
目
指
す

▲これからも安心・安全な水の
　供給に努めます

●税負担、受益者負担、使用者負担等の公

平性確保や財政の効率的な運用を図るた

めにも各部局で連携し、全庁を挙げて収

入未済額の減少に取り組むこと。 

●霧島錦江湾国立公園の指定に伴う観光開

発は、国・県と連携をし、整備を図るこ

と。 

●特定健診や各種検診の受診率向上対策を

講ずること。 

●資源ごみの分別化を徹底し、ごみの減量

化に努めること。 

●農林産物への鳥獣被害防止に向けて、関

係機関・部署と連携を図り、更なる鳥獣

被害防止対策に努めること。 

●児童・生徒の安全確保を図るため、校舎

外壁等の改修工事を急ぐこと。 

●地元業者の育成に十分配慮すること。

23年度決算指摘事項
一般会計

●医療費抑制のため、各種保健事業の充実
を図ること。 

●国保税の徴収率向上を図ること。 

●特別養護老人ホームへの待機者解消に努
めること。 

●上水道使用料と簡易水道使用料の料金統
一を早急に行うこと。 

●農業集落排水施設へのつなぎこみ率向上
を図ること。 

●農林業労働者災害共済について、更に加
入促進に努めること。

●水道情報管理システムは、建設部・農林
水産部とも連携し、市全体の業務に利用
できるシステムとして構築していくこと。

特別会計

【国民健康保険事業】

【介護保険事業】

【簡易水道事業】

【農業集落排水事業】

【農林業労働者災害共済事業】

【水道事業】
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▲スマートＩＣの設置候補とされる九州
　縦貫道「桜島サービスエリア」付近

教
育
長
／
協
力
を
積
極
的
に
要
請

無形民俗文化財

一
堂
に
会
し
て
の
お
披
露
目

市
有
地
の
売
却
促
進

市
長
／
宅
地
の
売
却
と
情
報

　
　
　
　
　

  

整
理
を
進
め
る

湯川逸郎議員

湯
川　

合
併
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
地
域
の
伝
統
無
形
民
俗
文

化
財
が
継
承
さ
れ
て
い
る
。

　

年
に
一
度
、
一
堂
に
会
し

て
市
民
に
お
披
露
目
す
る
方

策
は
考
え
な
い
か
。

教
育
長　

太
鼓
踊
り
や
棒
踊

り
等
の
民
俗
芸
能
は
、
文
化

財
保
護
法
で
は
、
保
存
・
伝

承
と
並
ん
で
、
市
民
へ
の
公

開
も
大
切
な
事
業
で
あ
る
。

　

今
後
、
市
主
催
の
文
化
芸

術
祭
や
記
念
式
典
、
各
地
の

秋
祭
り
で
の
披
露
等
、
積
極

的
に
協
力
を
要
請
す
る
。

和田里志議員

市長／地区協議会で決定後
　　　具体的に示す

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

位置と周辺道路整備

和
田　

市
の
核
の
部
分
に
人

の
流
れ
を
作
る
た
め
に
、
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

を
設
置
し
、
周
辺
の
道
路
整

備
を
掲
げ
て
い
る
が
、
イ
ン

タ
ー
の
位
置
と
具
体
的
道
路

整
備
に
つ
い
て
示
せ
。

市
長　

現
在
、
12
月
開
催
予

定
の
地
区
協
議
会
に
向
け
て
、

事
前
打
合
会
や
作
業
部
会
を

開
催
し
、
協
議
し
て
い
る
。

　

こ
の
地
区
作
業
部
会
で
位

置
等
決
定
後
、
周
辺
道
路
の

整
備
計
画
を
含
め
て
、
具
体

的
に
示
し
た
い
。

和
田　

区
画
整
理
後
の
土
地

の
処
分
を
ど
の
よ
う
に
行
っ

て
い
く
か
。
合
併
前
か
ら
保

有
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
に

つ
い
て
、
そ
の
運
用
・
活
用

方
針
を
問
う
。

市
長　

新
聞
広
告
や
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
の
配
布
等
に
よ
る
周

知
を
図
り
な
が
ら
販
売
を
進

め
る
。

　

旧
町
か
ら
引
き
継
い
だ
土

地
に
つ
い
て
は
、
販
売
可
能

な
宅
地
等
の
情
報
整
理
を
進

め
、
活
用
の
見
込
め
な
い
土

地
は
、
売
却
す
る
方
向
で
検

討
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
第
３
次
実
施
計
画
策
定

○
幹
線
道
路
の
渋
滞
対
策

一般質問 人 登壇人 登壇一般質問
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森　弘道議員

市長／観光基本計画で整備

観
光
バ
ス

義弘公居館跡を拠点に

森　

島
津
義
弘
公
の
帖
佐
居

館
跡
を
中
心
と
す
る
宇
都
、

鍋
倉
、
米
山
薬
師
一
帯
を
観

光
拠
点
と
し
て
観
光
バ
ス
の

乗
り
入
れ
を
図
れ
。

市
長　

帖
佐
居
館
跡
周
辺
は
、

歴
史
的
に
も
価
値
が
あ
る
史

跡
が
散
在
し
て
い
る
。

　

史
跡
整
備
と
並
行
し
て
観

光
地
と
し
て
の
整
備
を
図
る

べ
き
と
考
え
る
。

　

駐
車
場
、
ト
イ
レ
等
の
環

境
整
備
は
、
現
在
策
定
中
の

観
光
基
本
計
画
の
中
で
位
置

付
け
整
備
を
図
る
。

森　

最
近
発
掘
さ
れ
た
花
園

寺
な
ど
の
史
跡
を
ど
の
よ
う

に
評
価
し
て
い
る
か
。

教
育
長　

花
園
寺
は
江
戸
初

期
に
義
弘
公
の
看
経
所
跡
に

建
て
ら
れ
、
後
に
修
験
者
の

米
良
家
に
譲
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。

　

特
筆
す
べ
き
は
枯
山
水
様

式
の
石
組
み
が
現
れ
、
鹿
児

島
県
で
は
稀
な
、
江
戸
初
期

の
庭
園
遺
構
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
質
問

○
店
舗
、
宅
地
開
発
が
進
む

地
域
の
排
水
対
策

集
落
再
編

市
長
／
補
助
金
交
付
制
度
で
取
り
組
む

花
園
寺
史
跡
の
評
価

教
育
長
／
江
戸
初
期
の
庭
園
遺

　
　
　
　

構
は
特
筆
す
べ
き

▲勇壮な太鼓踊り（加治木）

▲江戸初期枯山水様式の花園寺跡

か
ん
き
ん
じ
ょ

か
れ
さ
ん
す
い

湯
川　

合
併
し
て
３
年
目
に

な
る
が
、
市
内
の
集
落
再
編

及
び
過
疎
地
域
の
維
持
存
続

に
向
け
て
の
対
策
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

市
長　

市
内
に
は
３
３
０
の

自
治
会
が
あ
る
。
再
編
に
つ

い
て
は
、
い
く
つ
か
の
自
治

会
が
合
併
し
た
場
合
、
市
全

域
が
適
用
さ
れ
る
補
助
金
交

付
制
度
の
整
備
を
進
め
る
。

　

過
疎
地
域
の
維
持
存
続
は
、

地
域
に
ふ
さ
わ
し
い
組
織
づ

く
り
を
検
討
し
、
本
年
度
か

ら
取
り
組
む
。

そ
の
他
の
質
問

○
鳥
獣
被
害
対
策

か

お
ん

じ
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本村良治議員

市長／助成制度を検討

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題

導入に向けての条件整備

本
村　

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
に
向
け
て
の
条
件

整
備
を
ど
の
よ
う
に
進
め
る

か
。

市
長　

今
年
度
作
成
す
る
第

３
次
総
合
計
画
に
お
い
て
、

家
庭
用
太
陽
光
発
電
施
設
の

設
置
に
対
す
る
助
成
制
度
を

検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
家
庭
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
取
組
み
を
応
援
し
、
環

境
保
全
に
対
す
る
理
解
を
推

進
し
た
い
。

本
村　

生
活
保
護
受
給
者
へ

の
就
労
支
援
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
い
る
か
。
具
体
的
な

事
業
名
を
挙
げ
て
説
明
せ
よ
。

市
長　

自
立
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
事
業
と
し
て
、
平
成
22
年

10
月
か
ら
専
任
の
就
労
支
援

員
を
配
置
し
、
姶
良
ふ
る
さ

と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
の
連

携
に
よ
り
重
点
的
に
推
進
し

て
き
た
。

　

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
国
分

と
「
福
祉
か
ら
就
労
」
支
援

事
業
に
関
す
る
協
定
書
を
締

結
し
、
就
職
等
に
関
す
る
目

標
を
定
め
効
果
的
・
効
率
的

な
就
労
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

▲発電中のソーラーパネル（帖佐中）

▲改修が待たれる辺川消防車庫

堂
森　

く
す
の
湯
に
バ
イ
オ

型
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
を
設
置
す

る
と
、
森
林
組
合
や
輸
送
業

務
な
ど
の
雇
用
が
期
待
で
き

る
が
ど
う
か
。

市
長　

く
す
の
湯
活
性
化
検

討
委
員
会
で
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

間
伐
材
、
竹
、
木
く
ず
等

に
よ
る
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
の

自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
図

ら
れ
れ
ば
、
林
業
の
活
性
化

や
雇
用
な
ど
多
く
の
波
及
効

果
が
期
待
で
き
る
。

堂
森　

永
原
分
団
の
辺
川
消

防
車
庫
と
分
団
員
詰
所
は
、

屋
根
や
外
壁
の
下
地
材
が
腐

食
し
て
雨
漏
り
す
る
。

　

地
元
材
を
活
か
し
た
補
修

整
備
を
図
れ
。

市
長　

車
庫
と
詰
所
は
、
旧

鎮
守
小
学
校
木
造
校
舎
跡
の

一
部
を
、
こ
れ
ま
で
修
繕
を

重
ね
な
が
ら
使
用
し
て
き
て

お
り
、
屋
根
・
壁
等
に
欠
損

や
腐
食
等
が
進
ん
で
い
る
。

　

早
急
に
点
検
し
、
今
後
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
地
元
の

要
望
を
聞
き
な
が
ら
、
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
教
育
環
境
等

○
太
鼓
踊
り
等
の
継
承

辺
川
消
防
車
庫
の
補
修

市
長
／
早
急
に
検
討

堂森忠夫議員

市
長
／
検
討
し
て
い
る

地域再生と雇用

バ
イ
オ
型
の
薪
ボ
イ
ラ
ー
設
置

生
活
保
護
受
給
者
支
援

市
長
／
専
任
の
就
労
支
援
員

　
　
　

を
配
置
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森川和美議員

教育長／現施設で対応可能

建

昌

小

児童数の推移

森
川　

建
昌
小
の
児
童
数
の

推
移
を
問
う
。

　

校
区
内
で
住
宅
建
築
申
請

が
増
加
し
て
い
る
が
、
問
題

点
は
な
い
か
。

教
育
長　

児
童
数
は
23
年
度

９
０
０
人
、
24
年
度
９
１
７

人
と
約
20
人
増
え
て
い
る
。

転
出
入
を
考
慮
し
な
い
場
合
、

現
６
年
生
と
新
１
年
生
の
増

減
の
関
係
か
ら
25
年
度
は
、

８
８
３
人
、
26
年
度
は
９
０

９
人
と
推
計
さ
れ
る
。

　

住
宅
建
築
申
請
が
増
え
て

は
い
る
が
、
現
施
設
の
中
で

対
応
可
能
で
あ
る
。

笹
井　

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
平
成
22
年
10
月
か
ら
設

置
可
能
性
調
査
・
実
施
計
画

書
作
成
・
道
路
接
続
協
議
書

作
成
な
ど
各
種
業
務
を
委
託

し
て
い
る
。

　

市
民
に
対
す
る
詳
細
説
明

の
時
期
を
示
せ
。

市
長　

12
月
に
開
催
す
る
地

区
協
議
会
で
位
置
、
運
用
方

法
な
ど
が
決
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
後
周
辺
道
路
の
整
備

計
画
を
含
め
て
具
体
的
に
提

示
す
る
。

　

設
置
位
置
に
つ
い
て
は
、

桜
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
と
帖

佐
バ
ス
ス
ト
ッ
プ
双
方
の
、

地
域
の
状
況
や
経
済
性
な
ど

比
較
表
を
作
成
し
て
地
区
協

議
会
に
提
出
す
る
。

笹
井　

第
２
次
実
施
計
画
で

桜
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
に
ス

マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

設
置
を
推
進
す
る
と
明
記
し

て
い
る
。
な
ぜ
、
帖
佐
バ
ス

ス
ト
ッ
プ
が
出
て
く
る
の
か
。

市
長　

基
本
的
な
考
え
方
と

し
て
明
記
さ
れ
て
い
る
。
偏

り
が
な
い
よ
う
に
双
方
を
比

較
検
討
し
て
い
る
。

地
区
協
議
会
メ
ン
バ
ー

九
州
地
方
整
備
局
、
西
日
本

高
速
道
路（
株
）、
鹿
児
島
県
、

学
識
経
験
者
、
姶
良
市
、
県

警
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

森
川　

近
年
、
救
急
車
出
動

が
非
常
に
増
加
し
て
い
る
。

高
い
救
命
効
果
を
め
ざ
す
為

の
工
夫
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。

　

新
消
防
庁
舎
建
設
計
画
に
、

は
し
ご
車
配
置
は
あ
る
の
か
。

市
長　

高
い
救
命
効
果
を
目

指
す
た
め
に
、
市
民
へ
の
応

急
手
当
講
習
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
普
及
、

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
等
の

啓
発
活
動
を
推
進
し
、
重
症

患
者
に
は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
を

積
極
的
に
活
用
し
て
い
る
。

　

は
し
ご
車
配
置
を
想
定
し

車
両
の
長
さ
、
高
さ
及
び
幅

を
考
慮
し
た
庁
舎
建
設
を
検

討
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
公
共
施
設
の
維
持
・
管
理

○
地
方
公
務
員
給
与

新
消
防
庁
舎
の
は
し
ご
車
配
置

市
長
／
想
定
し
庁
舎
建
設

▲スマートＩＣの設置候補地の桜島ＳＡ

笹井義一議員

市
長
／
24
年
12
月
に
行
う

スマートIC

計
画
と
公
表
の
予
定

　

緊
急
出
動
が
増
え
て
い
ま
す
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河東律子議員

教育長／一定の確保されている

整備は十分か

河
東　

学
校
の
施
設
や
備
品

の
整
備
は
、
要
求
に
対
し
て

十
分
で
き
て
い
る
か
。

○
教
師
用
パ
ソ
コ
ン

○
建
昌
小
プ
ー
ル
入
口
の
ト

イ
レ

教
育
長　

各
学
校
か
ら
要
望

を
挙
げ
て
も
ら
い
、
一
定
の

確
保
は
さ
れ
て
い
る
。

　

教
師
用
パ
ソ
コ
ン
は
、
ひ

と
り
一
台
が
基
準
で
あ
る
が
、

満
た
し
て
い
な
い
。

　

ト
イ
レ
は
、
校
庭
利
用
者

に
必
要
な
ト
イ
レ
と
し
て
、

改
善
を
含
め
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。

竹
下　

乳
幼
児
を
連
れ
た
母

親
が
、
気
軽
に
外
出
で
き
る

よ
う
に
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」

を
公
共
施
設
に
設
置
す
る
こ

と
と
、
民
間
施
設
に
設
置
を

依
頼
す
る
考
え
は
な
い
か
。

市
長　

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
は
、

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
等
の
お
む
つ

替
で
き
る
設
備
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
に
配
慮
さ
れ
た

授
乳
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
。

　

市
内
の
一
部
公
共
施
設
で

は
授
乳
室
を
設
置
し
、
お
む

つ
交
換
等
に
応
え
て
い
る
。

　

今
後
、
子
育
て
支
援
の
ま

ち
づ
く
り
に
官
民
で
取
組
む
。

竹
下　

税
金
や
水
道
料
金
、

市
営
住
宅
家
賃
等
の
公
共
料

金
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に

よ
る
支
払
い
制
度
を
導
入
す

る
考
え
は
な
い
か
。　

市
長　

ク
レ
ジ
ッ
ト
収
納
は
、

手
元
に
現
金
を
必
要
と
し
な

い
支
払
い
方
法
で
あ
り
、
鹿

児
島
県
内
で
は
県
の
普
通
自

動
車
税
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
決

済
に
よ
り
窓
口
に
出
向
か
な

く
て
も
支
払
い
で
き
る
。

　

今
後
、
情
報
化
推
進
委
員

会
等
で
審
議
し
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
向
上
面
で
も
研
究
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
防
災
・
減
災
総
点
検
運
動

○
救
急
車
に
音
声
翻
訳
導
入

○
投
票
事
務
の
改
善

河
東　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
建

物
整
備
は
、
市
が
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
が
多
く
な
っ
て
い

る
が
、
増
設
は
で
き
な
い
か
。

市
長　

１
日
最
大
の
窓
口
相

談
者
は
86
人
、
求
人
検
索
用

パ
ソ
コ
ン
利
用
者
は
１
５
７

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

利
用
者
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、
待
ち
時
間
が
長
い
な
ど

の
声
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

鹿
児
島
労
働
局
及
び
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
国
分
と
更
に
協
議

を
進
め
て
い
く
。

▲教師用パソコンを充実して

▲気軽に外出できます（総合運動公園体育館）

竹下日出志議員

市
長
／
公
共
・
民
間
施
設
で
取
組
む

子育て支援

赤
ち
ゃ
ん
の
駅
設
置

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
増
設

市
長
／
協
議
を
す
す
め
る

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
納
税

市
長
／
情
報
化
推
進
委
員
会
で
審
議

教
育
環
境
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神村次郎議員

教育長／アンケート調査等で検討

成

人

式

１月４日に

▲貴重な干潟と松林の景観（重富海岸）

田口幸一議員

田
口　

旧
姶
良
町
の
自
校
方

式
は
、
い
つ
ま
で
続
く
の
か
。

　

建
昌
小
学
校
、
松
原
小
学

校
、
建
昌
幼
稚
園
、
帖
佐
幼

稚
園
の
給
食
は
ど
う
な
る
か
。

　

山
田
小
、
山
田
中
、
北
山

小
の
給
食
、
旧
加
治
木
町
、

旧
蒲
生
町
の
給
食
、
調
理
員

の
実
態
、
食
材
の
調
達
、
栄

養
士
の
配
置
を
示
せ
。

教
育
長　

「
学
校
給
食
在
り

方
検
討
委
員
会
」
で
基
本
的

な
方
向
性
が
示
さ
れ
る
ま
で

は
、
現
在
の
自
校
方
式
は
維

持
す
る
。
山
田
小
、
山
田
中
、

北
山
小
も
こ
れ
ま
で
同
様
の

方
法
で
提
供
す
る
。

　

今
回
建
設
す
る
別
棟
給
食

室
は
、
建
昌
・
松
原
両
小
学

校
、
建
昌
・
帖
佐
両
幼
稚
園

に
給
食
を
提
供
す
る
も
の
で
、

現
在
の
他
の
自
校
式
に
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。

　

加
治
木
地
区
、
蒲
生
地
区

は
セ
ン
タ
ー
方
式
で
あ
り
、

加
治
木
は
調
理
・
配
送
業
務

を
、
蒲
生
は
配
送
業
務
を
民

間
委
託
し
て
い
る
。

　

調
理
員
は
正
規
14
人
、
非

正
規
36
人
で
あ
る
。

　

食
材
は
県
学
校
給
食
会
等

か
ら
購
入
し
て
い
る
。

　

栄
養
士
は
８
人
配
置
さ
れ

て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

○
自
治
会
活
動
と
行
政
連
絡

○
白
銀
坂
駐
車
場
の
設
置

○
起
債
の
繰
上
償
還

○
医
療
費
の
抑
制

▲おいしい給食をありがとう（自校方式の重富中）

教
育
長
／
基
本
的
な
方
向
性
が
示
さ

　
　
　
　

れ
る
ま
で
は
現
状
を
維
持

学校給食

自
校
方
式

景
観
計
画
・
条
例

市
長
／
28
年
以
降
に
整
備

神
村　

成
人
式
を
、
実
家
に

帰
省
す
る
人
が
多
い
お
盆
や

松
の
内
等
に
開
催
す
る
ケ
ー

ス
が
、
鹿
児
島
県
内
の
自
治

体
で
も
多
く
な
っ
て
い
る
。

　

１
月
４
日
に
開
催
で
き
な

い
か
。

教
育
長　

新
成
人
を
対
象
と

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

希
望
の
多
か
っ
た
成
人
の
日

の
前
日
に
実
施
し
て
い
る
。

　

正
月
５
日
ま
で
の
開
催
希

望
が
、
約
３
割
あ
る
の
で
、

こ
こ
１
〜
２
年
で
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
等
を
実
施
し
、
日
程

に
つ
い
て
検
討
す
る
。

神
村　

姶
良
市
は
、
景
観
の

保
全
と
創
造
に
向
け
た
景
観

行
政
団
体
と
な
っ
た
。

　

将
来
の
ま
ち
づ
く
り
の
効

果
と
、
施
策
を
問
う
。

　

景
観
計
画
、
条
例
の
整
備

時
期
は
い
つ
か
。

市
長　

地
域
の
歴
史
や
自
然

文
化
等
を
活
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
で
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
る
。

　

良
好
な
景
観
の
形
成
の
た

め
、
景
観
計
画
区
域
や
景
観

地
区
等
を
定
め
る
。

　

景
観
計
画
や
条
例
等
の
整

備
時
期
は
、
平
成
28
年
以
降

に
整
備
す
る
。　

そ
の
他
の
質
問

○
陶
夢
ラ
ン
ド
駐
車
場
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■
過
疎
債
と
は
？

■
合
併
推
進
債
と
は
？

湯之原一郎議員

市長／重心をソフト事業へ移す

過
疎
法
改
正

期限延長への対応

湯
之
原　

過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
の
有
効
期
限

が
、
５
年
間
延
長
さ
れ
た
。

　

旧
蒲
生
町
地
域
が
み
な
し

過
疎
地
域
に
な
っ
て
い
る
が
、

期
限
延
長
に
よ
り
過
疎
債
の

活
用
策
の
対
応
方
針
を
問
う
。

市
長　

過
疎
債
は
、
基
本
的

に
は
過
疎
地
域
自
立
促
進
計

画
に
沿
っ
て
実
施
さ
れ
る
事

業
費
の
財
源
と
し
て
活
用
す

る
。

　

地
域
の
特
性
に
適
合
し
た

産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
の

整
備
、
公
共
交
通
網
の
再
構

築
、
高
齢
者
対
策
の
推
進
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進

等
の
施
策
の
実
施
に
あ
た
っ

て
、
ハ
ー
ド
事
業
か
ら
ソ
フ

ト
事
業
へ
重
心
を
移
し
な
が

ら
、
起
債
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。

湯
之
原　

合
併
推
進
債
に
つ

い
て
も
発
行
期
限
が
５
年
間

延
長
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う

な
方
針
で
対
応
し
て
い
く
の

か
。

市
長　

合
併
推
進
債
は
、
合

併
し
た
市
町
村
の
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
特
定
の
公
共

施
設
の
整
備
に
活
用
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
。

　

消
防
署
、
火
葬
場
な
ど
に

続
く
公
共
施
設
の
整
備
計
画

の
策
定
を
急
ぐ
。

そ
の
他
の
質
問

○
農
業
農
村
振
興
ビ
ジ
ョ
ン

○
林
業
施
策

　

①
人
口
減
少
率　

②
高
齢

化
率　

③
財
政
力
指
数
の
３

要
件
を
す
べ
て
満
た
し
た
自

治
体
が
「
過
疎
地
域
」
に
指

定
さ
れ
る
。
「
過
疎
地
域
自

立
促
進
計
画
」
を
策
定
し
、

有
利
な
起
債
（
過
疎
債
）
の

借
入
が
で
き
る
。

　

事
業
費
の
１
０
０
％
を
起

債
で
き
、
そ
の
内
の
70
％
は
、

後
年
度
に
地
方
交
付
税
で
補

て
ん
さ
れ
る
。

　

新
合
併
特
例
法
下
で
合
併

し
た
市
町
村
の
公
共
施
設
整

備
事
業
に
、
国
が
支
援
す
る

制
度
。

　

事
業
費
の
90
％
を
起
債
で

借
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、
元

利
償
還
金
の
50
％
を
国
が
地

方
交
付
税
と
し
て
補
て
ん
す

る
。

里
山　

帖
佐
駅
、
姶
良
駅
周

辺
整
備
も
進
ん
で
き
た
が
、

重
富
駅
裏
側
の
道
路
整
備
や

環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
今

後
ど
の
よ
う
な
計
画
に
な
っ

て
い
く
の
か
。
急
い
で
整
備

す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長　

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
も
、
駅
前
広
場
や

重
富
駅
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
道

路
の
必
要
性
を
記
載
す
る
予

定
で
協
議
し
て
お
り
、
重
要

な
路
線
で
あ
る
こ
と
は
十
分

認
識
し
て
い
る
。

　

今
後
も
、
計
画
的
な
整
備

を
検
討
し
て
い
く
。

里
山　

重
富
漁
港
周
辺
の
岩

崎
用
地
か
ら
、
大
雨
の
時
水

が
あ
ふ
れ
、
岩
崎
道
路
や
周

辺
の
民
家
や
車
等
が
浸
水
し
、

少
な
か
ら
ぬ
被
害
を
受
け
て

い
る
。

　

遊
水
池
や
排
水
路
の
拡
幅
、

満
潮
時
の
ポ
ン
プ
ア
ッ
プ
等

を
急
い
で
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

市
長　

市
内
全
域
の
排
水
対

策
計
画
の
中
で
、
優
先
順
位

を
立
て
て
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
思
川
河
口
の
土
砂

除
去
に
つ
い
て
は
、
姶
良
伊

佐
地
域
振
興
局
と
協
議
し
な

が
ら
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

○
危
険
廃
屋
解
体
撤
去

○
税
務
相
談
に
委
任
状

▲道路を広げて　重富駅裏を

市
長
／
計
画
的
な
整
備
を
検
討

重富駅裏

周
辺
整
備
を
急
げ

里山和子議員

防
災
対
策

市
長
／
優
先
順
位
で
検
討
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議
員
と
市
民
で

　

語
り
合
い
ま
し
ょ
う

議
会
報
告
会
を
開
催

　

平
成
24
年
８
月
８
日
、
福

井
県
小
浜
市
で
、
学
校
給
食

と
食
育
、
地
元
農
産
品
の
学

校
給
食
へ
の
活
用
を
調
査
し

ま
し
た
。

食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
制
定

　

小
浜
市
で
は
、
地
域
の
財

産
で
あ
る
豊
か
な
食
に
着
目

し
、
食
を
重
要
な
政
策
の
柱

に
据
え
た
「
食
の
ま
ち
づ
く

り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

平
成
13
年
に
は
、
全
国
初

「
食
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
て
い
ま
し
た
。

　

食
育
に
つ
い
て
は
、
将
来

の
ま
ち
の
発
展
を
担
う
人
づ

く
り
の
観
点
か
ら
特
に
力
を

入
れ
て
お
り
、
人
は
命
を
受

け
た
瞬
間
か
ら
老
い
て
い
く

ま
で
生
涯
を
通
じ
て
食
に
育

ま
れ
る
こ
と
か
ら
「
生
涯
食

育
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
し

て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
料
理
教
室

や
地
場
産
学
校
給
食
、
成
人

向
け
各
種
料
理
教
室
、
ふ
る

さ
と
料
理
の
会
食
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
世
代
を
対
象
に
食
育

事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
平

成
16
年
に
は
「
食
育
文
化
都

市
」
を
宣
言
し
て
い
ま
す
。

　

学
校
給
食
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
将
来
に
わ
た
っ
て
食

や
食
材
に
関
心
を
持
ち
、
食

へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む

こ
と
や
、
自
分
が
住
ん
で
い

る
地
域
の
良
さ
を
理
解
で
き

る
大
人
に
育
つ
こ
と
を
目
標

と
し
て
、
市
内
の
全
小
・
中

学
校
校
区
内
の
生
産
者
か
ら

優
先
的
に
食
材
を
調
達
す
る

「
校
区
内
型
地
場
産
学
校
給

食
」
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

姶
良
市
で
は
、
週
５
日
の

内
、
米
飯
３
回
、
パ
ン
食
２

回
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
小

浜
市
で
は
、
週
５
回
と
も
小

浜
産
米
の
自
校
炊
飯
に
よ
る

完
全
米
飯
給
食
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

研
修
を
終
え
て
思
う
こ
と

　

姶
良
市
と
小
浜
市
の
状
況

に
は
、
格
段
の
差
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
中
で
、
生
涯
食
育
の

観
点
や
、
学
校
給
食
の
あ
り

方
、
子
ど
も
た
ち
が
食
を
通

し
て
、
人
や
地
域
と
の
つ
な

が
り
を
深
め
、
食
の
大
切
さ

に
つ
い
て
身
を
も
っ
て
体
験

で
き
る
方
策
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

姶
良
市
議
会
は
、
平
成
24

年
３
月
議
会
で
「
議
会
基
本

条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

議
会
と
議
員
活
動
を
活
発

化
し
充
実
さ
せ
、
議
会
活
動

を
通
し
て
市
民
の
皆
さ
ま
の

声
を
議
会
に
反
映
さ
せ
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　

議
会
報
告
会
は
、
市
政
に

関
す
る
情
報
を
、
市
議
会
独

自
の
視
点
か
ら
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
、

ま
た
、
市
民
と
議
会
が
自
由

に
意
見
を
交
換
す
る
場
で
す
。

　

ぜ
ひ
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

今
回
、
第
１
回
議
会
報
告

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

姶
良
・
加
治
木
・
蒲
生
の

３
会
場
に
分
か
れ
て
、
12
月

17
日
・
18
日
・
19
日
に
開
会

し
ま
す
。

　

議
員
は
３
班
に
分
か
れ
て

全
員
が
参
加
し
ま
す
。

▲豊かな食材は地域の財産

▲開かれた親しまれる議会を目指します

福
井
県
小
浜
市

産
業
文
教

食
の
ま
ち
づ
く
り

学ぶ学ぶ

第
１
回 

姶
良
市
議
会

第
１
回 

姶
良
市
議
会

お  

ば
ま  

し
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活
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通
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の
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の
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こ
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が
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姶
良
市
都
市
計
画
の
街
づ

く
り
で
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
の
設
置
計
画
が

あ
り
ま
す
。

　

８
月
６
日
広
島
県
廿
日
市

市
の
宮
島
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
の

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

宮
島
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置

構
想
は
、
職
員
の
発
想
に
よ

る
も
の
で
し
た
。

設
置
目
的

　

五
日
市
Ｉ
Ｃ
は
、
山
陽
自

動
車
道
に
、
廿
日
市
Ｉ
Ｃ
は

広
島
岩
国
道
路
に
あ
っ
て
、

宮
島
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
は
両

方
の
接
点
に
位
置
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
場
所
に
ス
マ
ー
ト
Ｉ

Ｃ
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
廿

日
市
Ｉ
Ｃ
利
用
時
の
迂
回
を

考
慮
す
る
と
、
広
島
方
面
へ

向
か
う
市
中
心
部
の
５
割
以

上
が
宮
島
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を

利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き

い
こ
と
で
す
。

設
置
ま
で
の
経
緯

①
平
成
19
年
５
月
に
、
宮
島

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
実

施
計
画
書
を
国
土
交
通
省
に

提
出
。

②
平
成
19
年
７
月
に
、
宮
島

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
採

択
。
市
の
負
担
は
、
ア
ク
セ

ス
道
路
設
置
費
用
と
し
て
約

７
千
万
円
の
予
定
で
し
た
が
、

新
た
に
補
償
費
等
の
費
用
と

し
て
４
億
円
要
し
て
い
ま
す
。

③
平
成
20
年
３
月
に
宮
島
ス

マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
社
会
実
験
開
始
。

④
平
成
21
年
３
月
に
、
社
会

実
験
終
了
。

⑤
本
格
共
用
開
始
。

　

本
計
画
の
推
進
に
は
、
県

か
ら
２
人
の
職
員
が
派
遣
さ

れ
て
お
り
、
今
回
の
説
明
も

派
遣
職
員
に
よ
る
も
の
で
し

た
。

　

昇
降
の
利
用
台
数
は
８
４

０
台
／
日
で
、
ピ
ー
ク
は
午

前
７
時
〜
８
時
の
間
が
52
％
、

午
後
５
時
〜
７
時
ま
で
の
間

が
40
％
で
、
通
勤
通
学
や
仕

事
・
業
務
の
た
め
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て
思
う
こ
と

　

宮
島
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
を
設

置
す
る
こ
と
に
は
、
目
的
が

明
確
に
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

加
治
木
Ｉ
Ｃ
と
姶
良
Ｉ
Ｃ

の
間
は
約
９
㎞
で
す
。
姶
良

Ｉ
Ｃ
か
ら
３
㎞
し
か
離
れ
て

い
な
い
桜
島
Ｓ
Ａ
に
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
設
置
の
必
要
が
あ
る

の
か
、
と
い
う
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
設
置
目
的
を

明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。

広
島
県
廿
日
市
市

建
設
水
道

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

▲宮島スマートインターチェンジ（広島県）でメリットが大きくなった

先進地に先進地に

開かれた親しまれる議会を目指します。皆様のご意見をお聞かせください。

※ご来場の際は、議会だよりNo.10（11月30日発行）をお持ちください。
●問合せ先：姶良市議会事務局　℡0995-65-2332

姶良公民館

蒲生公民館

２階 会議室

１階 会議室

１階 大ホール

12月17日（月）

12月18日（火）

12月19日（水）

午後7時～8時30分

午後7時～8時30分

午後7時～8時30分

加治木福祉
セ ン タ ー

開 催 日 時 開　催　場　所（受付：午後6時30分から）

は 

つ 

か 

い 

ち 

し
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▲年々増加する空き家

▲持ってあんしん、姶救あんしん携帯カード

あん質問な
いけんなった
あん質問な
いけんなった

　空き家の軒数は年々増加している。

管理不全な状態を防ぐため「空き家等

の適性管理に関する条例」を制定する

考えはないか。

　平成22年12月・23年12月議会

　持病や服用薬、かかりつけ医療機関

救急連絡先などを書き込める「救急安

心カード」を作成して、市民へ配布す

る考えはないか。

　平成24年３月議会

「空き家管理条例」の制定

「救急安心カード」の作成と配布

〈現在の取り組み〉空き家実態調査

市内全域を自治会ごとに実態調査を行

っている。

答弁／今後、調査研究する

　救急活動を円滑に実施できる。今後、

先進地を参考に検討する。

答弁／先進地を参考に検討

　平成24年９月９日（救急の日）

「姶救あんしん携帯カード」として利

用を希望されるかたに配布開始。
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▲龍門滝をバックに案内中

　

お
忙
し
い
中
、
貴
重
な
お

話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

今
後
も
女
性
な
ら
で
は
の

目
線
で
、
加
治
木
の
す
ば
ら

し
さ
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

（
聞
き
手　

河
東
）

　

姶
良
市
に
は
、
姶
良
・
加
治
木
・
蒲
生
３
地
区
に
、

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
が
設
立
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に

活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

前
号
で
は
、
姶
良
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
の
活
動

の
様
子
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
加
治
木
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
「
加
っ

歩
倶
楽
部
」
の
会
長
内
村
陽
子
さ
ん
に
、
お
話
を
伺
い

ま
し
た
。

▲楽しみながら活動をされている様子が
　伝わってきます
　（インタビュー中の内村さん）

か　

っ　

ぽ　

く　

ら　

ぶ

　

数
年
前
、
熱
海
に
旅
行
し

た
時
、
シ
ニ
ア
の
方
が
バ
ス

に
乗
り
こ
ん
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
ガ
イ
ド
さ
れ
て
い
る

の
を
見
て
、
何
と
サ
ー
ビ
ス

の
い
い
町
な
の
だ
ろ
う
と
、

と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
思
い

出
が
あ
り
ま
す
。

　

篤
姫
ブ
ー
ム
で
指
宿
に
行

っ
た
時
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
の
方
に
案
内
し
て
も

ら
い
、
よ
り
深
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

広
報
紙
で
ガ
イ
ド
募
集
を

知
り
、
す
ぐ
さ
ま
応
募
し
た

わ
け
で
す
。

　

「
加
っ
歩
倶
楽
部
」
は
、

約
３
か
月
の
育
成
準
備
期
間

を
経
て
、
平
成
21
年
７
月
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

年
数
回
、
定
期
的
に
ま
ち

あ
る
き
を
企
画
し
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
春
と
秋
の
「
歴
史

街
道
龍
門
司
坂
を
歩
こ
う
」

は
好
評
を
博
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
大
阪
か
ら
、

さ
ん
ふ
ら
わ
あ
ツ
ア
ー
の
お

客
様
を
毎
週
お
迎
え
し
て
、

龍
門
司
坂
と
龍
門
滝
の
案
内

を
し
て
い
ま
す
。

　

加
治
木
に
数
十
年
も
住
ん

で
い
な
が
ら
、
足
元
の
こ
と

を
ほ
と
ん
ど
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

名
所
や
史
跡
な
ど
に
は
、

必
ず
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
話
が

あ
り
ま
す
。

　

姶
良
市
に
は
、
す
ば
ら
し

い
景
色
も
あ
り
ま
す
。
子
ど

も
の
頃
か
ら
、
そ
れ
ら
に
興

味
を
も
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

ふ
る
さ
と
姶
良
が
、
ま
す
ま

す
好
き
に
な
っ
て
く
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

加
治
木
を
選
ん
で
訪
れ
て

来
て
下
さ
る
方
々
に
、
感
謝

の
気
持
ち
で
ガ
イ
ド
し
て
い

ま
す
。

　

７
割
が
女
性
の
「
加
っ
歩

倶
楽
部
」
で
す
。
女
性
な
ら

で
は
の
、
細
や
か
な
お
も
て

な
し
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
案
内
す
る
だ
け
で
は
な
く
、

特
産
品
の
販
売
促
進
の
お
手

伝
い
が
で
き
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

女
性
の
目
線
で
お
も
て
な
し
ガ
イ
ド

加
っ
歩
倶
楽
部
会
長

内
村
陽
子
さ
ん
に
聞
く

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
感
じ
ら

れ
て
い
ま
す
か
。

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
応
募

さ
れ
た
動
機
は
？

現
在
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ

れ
て
い
ま
す
か
。

最
後
に
ひ
と
こ
と

か　

っ　

ぽ
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調
査
特
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玉
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道
満

委
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河
東　

律
子

副
委
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長　
　

竹
下
日
出
志
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有
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研
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小
山
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笹
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安
田　
　

久
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湯
之
原
一
郎
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員　
　

湯
元　

秀
誠

○
官
製
ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル

　

答
え
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、

議
会
事
務
局
に
お
送
り
く
だ

さ
い
。

　

余
白
に
「
あ
い
ら
市
議
会

だ
よ
り
」
へ
の
ご
意
見
、
ご

要
望
等
大
歓
迎

○
締
め
切
り　

12
月
20
日

　
　
　
　
　

当
日
消
印
有
効

〒
８
９
９
―
５
４
９
２

　

姶
良
市
宮
島
町
25
番
地

　

姶
良
市
議
会
事
務
局

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た
方
の
個

人
情
報
は
、
ご
意
見
へ
の
回
答
、

抽
せ
ん
、
図
書
券
の
発
送
以
外

の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

第2回

加治木？　姶良？　蒲生？
以前は近くに交番がありました。

ク
イ
ズ
を
当
て
て

図
書
券
を
ゲ
ッ
ト

応
募
方
法

あ

て

先

ど の 地 区 に あ る ？

※
正
解
者
の
中
か
ら
、５
人

　

の
方
に
図
書
券
を
進
呈

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

g
ch
o
sa
@
city

.a
ira
.lg
.jp

〒
８
９
９
―
５
４
９
２　

鹿
児
島
県
姶
良
市
宮
島
町
25
番
地

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
９
９
５
）６
５
―
２
３
３
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
９
９
５
）６
５
―
２
３
７
２

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
（
議
会
事
務
局
）g

c
ho
sa
@
c
ity
.a
ira
.lg
.jp
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編
集
後
記

編
集
後
記

　

姶
良
市
が
誕
生
し
て
２
年

半
が
経
ち
ま
し
た
。

　

本
市
は
、「
県
央
の
良
さ
を

活
か
し
た
、
県
内
一
く
ら
し

や
す
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

第
１
次
総
合
計
画
で
は
、

子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育

て
る
こ
と
が
で
き
る
、
子
育

て
支
援
の
ま
ち
づ
く
り
が
あ

り
ま
す
。

　

社
会
全
体
で
子
育
て
を
応

援
す
る
機
運
を
充
実
さ
せ
、

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
っ

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

議
会
だ
よ
り
の
新
し
い
編

集
委
員
に
有
馬
研
一
委
員
を

迎
え
ま
し
た
。

　

皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
、

見
て
み
た
く
な
る
紙
面
づ
く

り
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
竹
下
）

第４回定例会は、11月21日
から12月21日まで開会中

車いす席もあります

傍聴席へどうぞ

姶良市議会議長　　　　　　様

請願または陳情の要旨

１．○○○○

２．○○○○

請願または陳情の理由

○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○に関する請願または陳情書

平成　 年 　月　 日

請願または陳情者

　　住所

　　氏名　　　　　　　　　　　印

　　電話

紹介議員（陳情書には不要）

　　氏名　　　　　　　　　　　印

○
宛
先　

市
議
会
議
長

○
提
出
者
の
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
・
提
出
年
月
日

（
連
名
の
場
合
、
代
表
者
）

○
様
式
は
陳
情
と
同
じ
で
す

が
、
紹
介
議
員
が
必
要

で
す
。

○
定
例
会
開
会
の
８
日
前
ま

で
に
、
議
会
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

請願・陳情は
誰でも提出できます

陳
情
書
の
様
式

請
願
書
の
様
式

提
出
期
限

傍聴席へどうぞ


